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≪募集テーマ≫

受け入れ先（ともに活動する）団体：

一 般財 団法 人 ひだ財 団

○ 団体の紹介

私たちは地域の中で「アプローチが難しい手付かずの社会課題領域」のことを

『スキマ』と呼んでいます。この『スキマ』は、公助だけに頼るのではなく、地

域住民自ら、または地域住民と行政や企業など様々なセクターのプレイヤーが連

携･協働することで共に立ち向かわなくてはならないものと考えています。

当団体では、そんな高山市の『スキマ』を埋める活動に取り組む人･団体に対し

て資金拠出を行うとともに、その活動の伴走支援を行うことを目的として活動を

しています。

○ 活動の内容（おもなもの）

・市民やステークホルダーに参加いただく、タウンミーティングやソーシャルカン

ファレンスの開催による、地域課題の掘り起こしや深掘り、ネットワークの構築

・ＳＮＳなどによる団体活動の情報発信や寄付者、賛同者とのコミュニケーション

・基金設立や行政連携、休眠預金活用事業を活用した市民活動団体などへの活動資

金の拠出と伴走支援

「 日本で一番大きなまちの地域課題解決に

一緒に取り組みませんか？ 」

団体や地域の写真貼り付け
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○ 協力隊員への応募を検討されている方へひとこと

私たちの活動は地域に密着し、住民や市民団体、行政や地域企業など様々なステ

ークホルダーと丁寧にコミュニケーションを取る、いわば『ハブ』としての機能

を担うものです。

都市部での生活や仕事の経験は間違いなく、そのような機能を担ううえでの一助

となりますし新しい視点をもたらしてくれると考えています。

また来てくださる方にとっても、『地域の実情を知る』ためにとても有益な経験

になるものと信じています。

是非、私たちのメンバーの一員として課題先進地である飛騨で共に課題解決に取

り組みましょう！

≪募集の概要≫

募集テーマ 「日本で一番大きなまちの地域課題解決に一緒に取り組みま

せんか？」

募集人員 1 名

活動拠点･活動地域 高山地域 ※飛騨圏内各地域で活動

活動内容 《任期中共通の活動》

【スキマの発掘】

◆ 住民や市民団体、行政や地域企業など様々なステークホ

ルダーとのコミュニケーション

・ステークホルダーとの日常的なコミュニケーション

・イベント開催･参加

・「スキマ研究会（“スキマ”を掘り下げていく研究会）」や

「ソシャカン（地域全体で社会課題との向き合い方を考えていく

会議）」の企画･運営

・地域内での財団の存在意義や、市民活動団体の認知度

の向上に向けた取り組み

【広報活動】

◆ SNS および note での情報発信

◆ 寄付者、賛同者とのコミュニケーションの促進

・SNS のほか、メールマガジンを活用

・市民活動団体が開催するイベントへの顔出しによる

ネットワークの構築
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【助成活動】

◆ 財団独自の各種助成事業の企画、運営

◆ 行政連携の助成事業の活用団体への伴走支援

◆ 休眠預金を活用した助成事業の活用団体への伴走支援

活動期間 1 年度ごとに更新（最長 3 年間）

活動時間 通常、1週間あたり40 時間以内（1日あたり8 時間）の就

業時間の中で、おおむね 2/3 程度の勤務時間･日数となるよう

調整します。

※ 本人の都合に合わせて柔軟に対応します（応相談）。

募集対象

（こんな方を求めてます）

◆フィールドワークができる方

活動の中で様々なステークホルダーと積極的に出会い議

論を行っていただく上で、喋りが上手い・アドリブに強

いというより、時間がかかっても適切な準備と丁寧なコ

ミュニケーションができる方を求めています。

◆一味違う協力隊活動を求めている方

上記のほかにも、以下のような想いをお持ちの方を求め

ています。

・財団法人や NPO など非営利団体の運営に関心がある方

・地域住民、行政、財団と協力しながら、地域課題の解

決に前向きに取り組みたい方

・オンラインとオフラインの双方をバランス良く組み合

わせた情報発信やコミュニケーションを行っていきた

い方

※業務の軸となるイベント企画や基金運営、伴走支援活動を

すすめていく上で、プロジェクトマネジメントの経験をお

持ちの方は尚大歓迎です。
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活動中での支援 ・資金助成、スタートアップ、基金（ファンド）、会計、経

理など「ファイナンス」に関連する仕組みについて研修を

実施（座学および OJT）

・補助金や間接補助事業、業務委託など行政と連携して行う

ことのできるメニューの仕組みについて研修を実施（座学

および OJT）

・多様な助成事例を学ぶために他財団との交流機会の提供

・地域住民や NPO などの活動団体、自治体職員、事業者と関

わりを持つための架け橋となり、交流を促進（財団を通じ

て紹介）

《待遇など》

・駐車場完備のオフィスの提供

・オフィス備え付きの備品の貸与

・住まいの紹介

《任期終了後に向けた支援》

・起業や就業に向けたサポートとして、市内各種助成制度の

紹介や財団ネットワークを活用した支援の実施

問い合わせ先 ◆高山市総合政策部地域政策課

電 話：0577-35-3183（担当：大門）

e-mail：chiikiseisaku@city.takayama.lg.jp

◆ひだ財団

電 話：0577-57-5740 グラスルーツアカウンティン

グファーム内（担当：小峠）

e-mail：info@hida-foundation.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL：https://hida-foundation.jp/


